
― 1 ― 

 

第５学年 算数科学習指導案 
 
日 時 令和３年 11月８日（月） 
会 場 奥州市立胆沢第一小学校 ５年２組 
児 童 男子 14名 女子 16名 計 30名 
授業者 岩 渕 宏 紀 

 
１．単元名 「比べ方を考えよう（２）」（東京書籍 新しい算数下 ５年） 

 
２．単元の目標 
（１）二つの数量の関係について，割合を用いた比べ方や百分率の表し方などを理解し，割合を用いて比べた

り，割合や百分率を求めたりすることができる。               【 知識及び技能 】 
（２）日常事象における二つの数量の関係に着目し，割合を用いた比べ方や表し方を図や式などを用いて考え

表現している。                         【 思考力，判断力，表現力等 】 
（３）二つの数量の関係の比べ方や表し方などを図や表を用いて考えた過程や結果を振り返り，多面的にとら

え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり，数学のよさに気づき学習したことを今後の生活や
学習に活用しようとしたりしている。              【 学びに向かう力，人間性等 】 

 
３．単元について  
（１）児童について 

（略） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）教材について 
 第４学年では，「倍」の意味を「基準量を１とみたとき，比較する量がいくつにあたるか」という見方
に広げ，倍を表す数が小数の場合の意味について学習している。また，整数で表される簡単な場合につ
いて，ある二つの数量の関係と比べる際に割合を用いる場合があることを学習している。第５学年では，
これらの学習を踏まえて小数倍による比較を学習してきている。その際に，基準量と比較量を数直線上
に表し，記号や矢印を用いて演算決定することを改めて学習している。 
 本単元は，簡単な割合の理解の上に，ある二つの数量の関係と別の二つの数量の関係とを比べる際に
割合を用いる場合があることを学習する。また，割合の表し方の一つとして百分率や歩合について学習
する。 
 

（３）指導について  
 本単元に関わるレディネスとして第４学年（倍の見方）及び第５学年（小数の除法）の問題とした。
結果は，以下の通りである。 

大問 問  題 ね ら い 正答率（％） 

 
１ 

①包帯 Aをモデルにして，包帯 Bを求 
めましょう。（式・答え・説明） 

・モデルを基にし，基準量と比較量を
捉えて，式に表すことができる。 

１００ 

・整数倍で表し，その意味を説明できる。 ８３ 
②包帯 Aと包帯 B の答えからどちらがよく 
のびたか，〇をつけましょう。 

・整数倍の意味から，どちらがよく伸
びたか捉えることはできる。 

９３ 

 
２ 

③レタスとキャベツの値上がり方が大 
きいのは，どちらといえますか。理由
も書きましょう。 

・基準量と比較量を捉えて整数倍で表
すことに加え，式と言葉を用いて説
明できる。 

５６ 

 
３ 

④2.5ｍの重さが 0.4kgのホースがあり 
ます。このホース１ｍの重さは何 kg
ですか。 

・小数の場合について，基準量と比較量
を捉え，数直線に表すことができる。 ５６ 

・立式し基準量を求めることができる。 ４３ 

 
４ 

⑤大小二つの水とうがあります。大きい水
とうには 1.8L，小さい水とうには，1.2L
入ります。大きい水とうに入る体積は，小
さい水とうに入る体積の何倍ですか。 

・小数の場合について，基準量と比較量を
捉え，倍（割合）を求めることができる。 

９０ 

・必要に応じて数直線を用いて立式の
根拠に役立てようとした。 

４３ 

  
本単元では，割合を求めるために基準量と比較量の二つの数量の関係を適切に捉えさせていく。そ

の際に，「二つの数量のうち一方を基準の量（基準量）としたときに，もう一方の数量（比較量）がど
れだけにあたるか」という見方を大切にしたい。また，問題場面において比べる対象を明確にするた
めに，次の二つの力を育てていきたい。 
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①二つの数量の比例関係を確かめたり仮定したりして割合で捉えてよいか判断する力。 
②基準量と比較量について筋道立てて考える力。 
手立てとして，数直線を繰り返し用い，基準量と比較量を視覚的に表すことにより，演算決定の根拠

としていく。課題解決の過程において式だけでなく，言葉，式，数直線を関連付けて説明させることで，
基準量と比較量と割合の三つをよりよく理解できるように促していきたい。 
 また，日常生活に生かそうとする態度を育むために，割合を用いた比べ方の良さを感じさせることも
大切にしたい。そのために，単元の中で学習感想（ふりかえり）を意図的に位置付け，割合の活用の仕
方や学習のポイントなどについて感じたことを表す場を設ける。児童が，自らの学習活動を思い返すこ
とで，学習過程や成果を振り返り，自己の成長や算数を学ぶ楽しさも感じることができると考える。記
録に残す評価以外にも，単元を通して，割合に対する見方・考え方の変容や生活に生かそうとする意識
を個人内評価として見取っていきたい。 

 
４．単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①ある二つの数量の関係と別の二 

つの数量の関係とを比べる場合

に割合を用いる場合があること

を理解している。 

②百分率の意味について理解し，百 

分率を用いて表すことができる。 

③比較量と基準量の関係を理解し， 

割合などを求めることができる。 

①日常の事象における数量の関係 

に着目し，数直線や図や式など

を用いて，ある二つの数量の関

係と別の二つの数量の関係との

比べ方を考察し場面に合った比

べ方を判断している。 

②割合を日常生活の場面（活用問 

題）に活用して解決している。 

①二つの数量の関係を数直線

に表し割合を用いて比べよ

うとしている。 

②割合を用いて比べることの

よさに気付き，日常生活の場

面に活用しようとしている。 

 
５．指導と評価の計画（全 11時間） 

時 学習目標 学習活動 
評価規準・評価方法 等 

知・技 思判表 主学態 

 

 

 

１ 

・二つの数量の関係の

比べ方について考

え，差や半分などの

見方を用いた量で比

べる場合の不適切さ

を理解し，よりよい

比べ方を考えようと

する。 

①シュート数とゴール数の一方が同じで

あれば比べられることや，半分より入

っている（入っていない）という見方を

考える。 

②二つの数量の関係の比べ方を通して量

で比べる方法の不適切さを理解する。 

③単元を貫く学習課題を考える。 

④学習感想を書く。 

・知① 

ノート分析 

適用問題 

 〇態① 

ノート分析 

 

２ 

・ 

３ 

・ 割合を用いた二つの

数量の関係の比べ方

を図や式を用いて表

している。 

①４人のシュートの記録の比べ方を考え

る。 

②４人のシュートの入った割合を求め

る。 

③１を超える場合の割合があることや文

章表現から基準量と比較量を読み取れ

ることを理解する。 

④「ますりん通信」を読み，割合を使っ

た数量の関係の比べ方の理解を深め

る。 

⑤「つないでいこう算数の目」に取り組

む。 

〇思① 

行動観察 

ノート分析 

・態① 

ノート分析 

行動観察 

 

 

 

４ 

・ 百分率や歩合の意味

とその表し方を理解

する。 

①５年生の人数を基にした，サッカーク

ラブに入っている人の割合を求める。 

②「パーセント（％）」「百分率」を知り，

割合を百分率で表す。 

③「ますりん通信」を読み，「歩合」の意

味と「割」「分」「厘」が日常生活で用い

られていることを知る。 

・知② 

ノート分析 

適用問題 

・思① 

行動観察 

 

 

５ 

・

・ 比較量は，基準量×

割合で求められるこ

とを理解する。 

①果汁 20％の 280mLの飲み物に含まれて

いる，果汁の量の求め方を考える。 

②比較量を求める式を考える。 

・知③ 

ノート分析 

適用問題 

〇思② 

行動観察 

適用問題 

○態① 

ノ―ト分析 
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６ ③割合を求める式と比較量を求める式を

比べ，各量の関係を確認する。 

 

７ 

・ 基準量は，比較量÷

割合で求められるこ

とを理解する。 

①増量後のお茶の量 600mL が増量前のお

茶の量の 120％にあたるとき，増量前

のお茶の量の求め方を考える。 

②基準量を求める式を考える。 

 ・思① 

行動観察 

ノート分析 

 

８ 

・学習内容の定着を

確認する。 

 

①「練習」に取り組む。 

②学習感想を書く。 

〇知①②③ 

ノート分析 

適用問題 

 ・態① 

ノート分析 

 

９ 

・和や差を含んだ割

合の場合について，

比較量を求めてい

る。 

①250 円のフェルトペンを 30％びきで買 

うときの，代金の求め方を考える。 

②和や差を含んだ割合の場合について， 

比較量の求め方をまとめる。 

 ・思② 

行動観察 

ノート分析 

〇態② 

行動観察 

ノート分析 

 

10 

本 

時 

・具体的な日常場面を

通して，場面を数理

的にとらえ論理的に

考察することで理解

を深める。 

 

①２店の価格を比較する。 

②値引きの条件や設定によって値引きさ 

れる金額の違いがあることを考える。 

③学習感想を書く。 

 

 

11 

・単元の学習内容の定着

を確認する。 

①ペーパーテストに取り組む。 

②「つないでいこう算数の目」に取り組

む。 

〇知①② 

ペーパー

テスト 

〇思② 

ペ ー パ ー

テスト 

 

 

６．本時の指導 
（１） 目標 

もと値と値引きの条件に着目し，値引き後の値段を比較検討する活動を通して，割合の考えを日 
常生活に生かそうとしている。 

 
（２） 展開 

段階 学習活動（〇主発問 ・児童の反応） 指導上の留意点（◆評価規準・評価方法） 

導 
入 

 

８
分 

 
１ 問題を把握する。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇２割引きとは，どういうことですか。 
・２割は 0.2 だから，全体から 0.8 の分の値段になりそう。 
・２割引きだから，８割分の値段（80％分の値段）が分
かれば比べられそう。 

 
２ 課題を立てる。 
 
 
 

 
・大型提示装置も用いて，提示する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「２割引き」が 20％引きになることと，
もと値の 80％分を求めればよいこと
を確かめさせる。 

 
 
 
 
・比較量（値引き後の値段）が分からな
い場面であることを捉えさせ，課題設
定への意識や予想への意欲を喚起す
る。 

 

本店と駅前店，安く買えるのはどちらでしょうか。 

いつものねだん 

Ａのパン 150円 Ｂのパン 180円 Ｃのパン 200円 

本 店 
全てのパンが 

２割引き 

駅 前 店 
・２００円未満のパンは３０円引き 

・２００円以上のパンは５０円引き 

値引き（割引き）された後の値だんを求めよう。 
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0

0

円

割

                  

展 

開 

 

22

分 

３ 予想を立てる。 
〇式を立てるために何を使って考えますか。 
・数直線を使って式を立てます。 
・数直線を使うともとにする量と比べる量がわかりま
す。 

 
４ パンの値段を求め比較する。 
 
 ①自力解決  
  Aのパン（本店） 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Aのパン（駅前店） 

 
 
 
 
・B及び Cのパンも同様にして求める。 
 
②班ごと 
 班で本店と駅前店を比較した値段を話し合う。 
 
③全体（確認） 

・Aのパンは，どちらも 120円だからどちらで買って
も変わりません。（同じ） 
・Bのパンは，本店では 144円，駅前店では 150円に
なるので，本店のほうが安くなります。 

・Cのパンは，本店では 160円，駅前店では 150円に
なるので，駅前店のほうが安くなります。 

 
〇本店では，パンの種類によって，なぜ値引きされる
金額がちがうのですか。 

・もとの値段によって，値引きされる金額が変わって
くるからです。 

 

 
・数直線を用いるよさを想起させる。 
ア 基準量と比較量の大小関係が分か
りやすいこと 

イ 式や演算決定のよりどころとなる 
こと 

 
 
 
・Aのパンから求めることとする。 
・数直線から演算決定がされているか見
取る。 

 
・比較量と基準量が正しく記述されてい
るか，目盛り表す数字の大小関係が適
切に表されているかなど，数直線の表
し方を机間巡視で見る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・駅前店では，「未満」，「以上」の用語を
押さえ，値引きされる金額を確かめさ
せながら立式させる。 

 
 
 
 
◆日常生活の場面（活用問題）を数直線
で表し，割合を活用して解決してい
る。     （ 思考・判断・表現 ） 

 
・３種のパンの値引き後の値段を比較
し，基準量と比較量の関係や値引きの
条件から，もと値によってお得に買え
る店が違うことを捉えさせる。 

 
・同じ「２割引」の表記だが，もと値に
対して割引される値段が決まってい
くことを確かめる。 

・日常生活では１つの店で済ませること
も出てくることから、どういうときは
どちらの店に行くとお得かを考えさ
える。 

終

末 

15

分 

 
５ 感想を書き交流する。 
〇この単元を通して，できるようになったことや生活
に生かせることを書きましょう。 

・数直線を使って式を立てていくことで値引きされ
る金額を正しく出せるようになりました。 

・値段と値引きの条件によって値段が変わるので，考
えて計算してお得に買い物をしたいと思いました。 

 

 
・単元全体を振り返らせ，単元終末での
児童の変容を見取る。 

 
◆本時または単元全体の学習を振り返
り，自分自身の学習を自己評価してい
る。（ 主体的に学習に取り組む態度 ） 

 

※紙媒体での黒板提示は、右のようにプラスマイナスが 

ひと目で分かるように示す。 

 

 

 ・150を１とみたとき，２割引きされた値段なので， 

１－0.2＝0.8になるから，0.8にあたる分の値段を求めれば 

よいので，150×0.8＝120（円） 

 ・150を１とみたとき，２割引きされた値段を求めるには 

  150×0.2＝30（円）となります。だから，もとの値段から 

30円を引くと，150―30＝120（円）となります。 

   

150 

□ 

0.8 1 

×0.8 

×0.8 

・いつもの値段が 150円で，150円は 200円未満となるので 30円

引きになります。だから 150－30＝120（円）です。 

Bのパン 

      ⇒本店 144円（－36円） 

      ⇒駅前店 150円（－30円） 

もと値 

180円 
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（３）板書計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ レディネス問題 ） 

 

 

0

0

円

割

いつもの値段（もと値） 

A のパン   １５０円 

B のパン   １８０円 

C のパン   ２００円 

 

本 店 

全てのパンが 

２割引き 

駅前店 

200円未満→30円引き 

200円以上→50円引き 

A ・１５０×０．８＝１２０（円） 

・１５０×０．２＝３０ 

    １５０－３０ ＝１２０（円） 

 

Aのパン 
 →本店 120円 

 →駅前 120円 
もと値 
150 円 

Cのパン 
 →本店 160円 

 →駅前 150円 

Bのパン 
 →本店 144円 

 →駅前 150円 
もと値 
180 円 

もと値 
200 円 

A １５０－３０＝１２０

（円） 

○課  値引き後の値段の比べる 

方法を考えよう。 

「２割引」 

値引き額がちがう 

↓ 

○本○駅－30円 ○本－36円 ○駅－30円 ○本－40円 ○駅－50円 
もと値に対する 

値引きされる金額が 

ちがうから 

もと値によって 
お得に買える店がちがう 


